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高等学校新地理Ａ（帝国書院）
標準高等地図（帝国書院）

２、科目の目標

今日の複雑化した社会を生きていく上で、地理的教養は欠くことができないものである。
この科目で地理的教養の基礎を培い、空間的かつ共時的に考える力を養うことを目標とする。
日本地理と世界地理を学習することで地域で生活しながらも地球的視野で物事を考えられるよう

私たちを取りま
くさまざまな問
題を取り上げ
ながら現代の
国際化・多様
化という問題を
考えていく

２１世紀の私た
ちの生活・文化
のありさまを、
世界のいくつ
かの地域や民
族を具体的に
取り上げて学
習していく

「環境は未来
からの借り物」
という言葉をも
とに私たちが
取り組むべき
課題を考える

／

／

17
／

校長 授業担当者

１、教科書・副教材

地理Ａ （　３単位） 年度末

(３月)

20 年度 学習指導計画

基礎の構築を目指す。

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容 考査範囲 指導上の留意点・到達目標

１
　
　
学
　
　
期

４月
わたしたち
の地球をみ
つめる

１　球面上の世界と地域構
成
２　結びつく現代世界
３　多様性を増す人間行動と
現代世界
４　身近な地域の国際化の
進展

５月

６月

７月

さまざまな
地域の生活
と環境

地球的課題と私たち
近隣諸国が取り組む課題と
日本の役割

人間生活をとりまく環境
世界の諸地域の生活・文化
世界のの諸地域の生活・文
化近隣諸国の生活・文化と
日本

時数（予定/実施）

中間考査

期末考査

／
17

17

３
　
学
　
期

１月
地球的に広
がる課題

中間考査
１０月

１１月

期末考査

１２月

２
　
　
学
　
　
期

９月

学年末考査２月

３月

20

／

５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

毎学期ごとの考査の成績だけでなく、日ごろの学習状況や各種課題の提出状況をみながら、総合
的に評価する。


